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問 １ － １．問 １ で「“どちらかといえば
そう思わない” 又は “そう思わない”」
と答えた方にお聞きします。その理由
は何ですか。

主 な 意 見
●冬期間の生活に苦労している
●雇用の場がない又は遠い
●買い物をするところがない又は遠い
●医療機関がない又は遠い・充実していない
●交通の便が悪い
●子供の教育環境に不満がある
●道路の整備が十分にされていない
●若者が定着しない
●全体的に不便を感じている
●行政に不満がある
●娯楽（遊ぶ場所・施設等）がない
●町に魅力又は発展性・活気を感じない

問 2．あなたの地区では、お互い
に助け合い、支え合いながら生活
していますか。

問 2－ １．問 2で「“どちらかと
いえばそう思わない”又は“そう
思わない”」と答えた方にお聞き
します。その理由は何ですか。

問 3．あなたは心身ともに健康だ
と思いますか。

問 4．あなたは日頃から健康づく
り（食生活、十分な睡眠など）に
取り組んでいますか。

問 5．あなたは地域（町内及び会
津管内）の医療体制が整備されて
いると思いますか。

問 5－ １．問 ５で「“どちらかとい
えばそう思わない” 又は“そう思
わない”」と答えた方にお聞きし
ます。その理由は何ですか。あて
はまるものを全て選んでください。

問 6．あなたは自動車の運転中や
歩行中などに交通事故の不安を感
じていますか。

問 8．あなたは犯罪被害に遭うか
もしれない不安を感じていますか。

問 7．あなたは日頃から戸締りを
しっかりするなどの防犯対策をし
ていますか。

主 な 意 見
●近所との付き合い又は交流がない
●自分勝手
●地区の繋がりが薄い又は問題が
ある
●地区単位のイベント・行事等へ
の参加に不満がある
●自分の事で精一杯
●助け合い・支え合いという考え
に差がある
●口煩い（悪口、干渉等を含む）
●高齢化が進んでいる
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問 １．あなたは柳津町が暮しやすい町だと思いますか。

■ そう思う
■ どちらかといえば
　 そう思う
■ どちらかといえば
　 そう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ 感じる
■ 時々感じる
■ あまり感じない
■ 感じない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

　柳津町では「第 5次柳津町振興計画」を策定し、その将来像である “みんなが主役！　笑顔広がる
絆のまち” を実現するため、各施策に取り組んでいます。
　各施策の目標達成を判断する一つの指標として「柳津町住民アンケート調査」を毎年実施しており、
今年は 4月から 5月にかけて実施し、集計結果がまとまりましたので報告いたします。
　今後、アンケートの結果から各施策の振り返り評価を行い、今後の事業の目標設定や課題改善へ反
映していきます。
　なお、町民一人ひとりが、まちづくりに関心を持っていただき参画していただくことが重要である
と考え、アンケートの対象者は町民の方から約800人を性別・年齢層ごとに無作為に抽出し実施させ
ていただきました。お忙しいところ、調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

⃝調査期間：平成26年 4 〜 5 月
⃝調査方法：町統計調査員による調査票の配布、回収により実施
⃝対象人数：813人　　⃝配布人数：799人　　⃝回収数：782人　　⃝回収率：97.9%
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回答者の構成
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳〜64歳 65歳〜69歳 70歳〜74歳 75歳以上 男女別合計 不明 統計

男 23人 43人 37人 64人 49人 33人 32人 83人 364人
42人 782人女 27人 37人 35人 46人 40人 40人 31人 120人 376人

合計 50人 80人 72人 110人 89人 73人 63人 203人 740人

■ そう思う　■ どちらかといえばそう思う　■ どちらかといえばそう思わない　■ そう思わない　■ 未回答・無効回答

※参考　平成24年度〜平成26年度の問 １の比較

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ 取り組んでいる
■ どちらかといえば取り組んでいる
■ どちらかといえば取り組んでいない
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ している
■ どちらかといえばしている
■ どちらかといえばしていない
■ していない
■ 未回答・無効回答

■ 感じる
■ 時々感じる
■ あまり感じない
■ 感じない
■ 未回答・無効回答

「柳津町住民アンケート調査」結果
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■ 医療機関が少ない
■ 専門的な医療機関が少ない
■ 医療機関まで距離が遠い
■ 救急車が到着するまで時間がかかる
■ その他
■ 未回答

23 広報やないづ2014年11月



5% 5%

9%

15%

59%

7%

13%

45%

23%

14%
4%

25%

14%

12%

43%

6%

48%

34%

12%
4% 3%

29%

34%

19%

5% 13%

41%

31%

14%

3%

12%

49%15%

11%

14% 12%

58%

33%

3%2%
4%

23%

50%

18%

4% 4%

1%1%
3%

19%

71%

4%
7%

9%

10%

14%
56%

4%

55%
33%

8%
2% 3%

49%

31%

10%
4% 5%

問 9．あなたは日頃から町内の商
店を買い物等に利用していますか。

問 9－ １．問 9で「“あまり利用
していない”又は“利用していな
い”」と答えた方にお聞きします。
その理由はなんですか。

問１0．あなたは日頃からごみの減
量とごみの分別に取り組んでいま
すか。

主 な 意 見
●通勤時に町外の店舗で買い物を
している（町外に勤務している）
●欲しい物がない又は用が足りない
●値段が高い
●買い物をしたい店がない
●品数が少ない又は選べない
●鮮度がない
●買い物に行けない（体が不自
由、交通手段がない等）

問１１．あなたは日頃より情報通信
ネットワークを利用していますか。

問１2．あなたは町内の道路が安全
に快適に通行できるようになって
いると思いますか。

問１2－ １ ．問１2で「“どちらかとい
えばそう思わない”又は“そう思わ
ない”」と答えた方にお聞きします。
その理由は何ですか。

問１3．あなたは日頃からテーマを
持って、学習活動に取り組んでい
ますか。

問１4．あなたは日頃からウォーキ
ングなど、何かスポーツに取り組
んでいますか。

問１5．あなたは美術館や博物館な
どで芸術文化の鑑賞をしたり、絵
画・書道などの文化活動に取り組
んでいますか。

問１7．あなたは柳津町の自然が守
られていると思いますか。

問１8．あなたは柳津町の景観を守
り、育てたいと思いますか。

主 な 意 見
●対応が悪い（遅い、対応しないを含む）
●挨拶がない
●町民のことを考えていない
●専門知識（勉強）が不足している
●活気、笑顔、積極性がない
●態度又は電話対応が悪い
●返答がない（曖昧、返答がない等）
●職員数が多い
●防災無線に不満がある

問１6．あなたは福満虚空藏菩薩圓
藏寺、七日堂裸詣りをはじめとす
る町の歴史的な建造物や伝統行事
を大切に守り継いでいきたいと思
いますか。

主 な 意 見
●福満虚空藏菩薩圓藏寺（景観を含む）
●只見川（景観を含む）
●自然
●桜（景観を含む）
●名のある自然を含む景観・風景
（博士山等）
●各地区の景観・景色・風景
●風景、町並み、寺社等（具体的な
名称のないもの）

●柳津町全体
●現状維持
他に景観・場所を保全する為の御意
見・御指摘を多数いただきました。

問１8－ １ ．問１8で「“そう思う”
又は“どちらかといえばそう思
う”」と答えた方にお聞きします。
どのような景観、場所を保全して
いきたいと思いますか。

問１9．あなたは町職員が効果的・
効率的に業務を行っていると思い
ますか。

問１9－ １ ．問１9で「“どちらかと
いえばそう思わない”又は“そう
思わない”」と答えた方にお聞き
します。どのような点で効率的・
効果的に業務を行っていないとお
もいますか。（※併せて、係（班）
名等わかればお書きください。）

問20．あなたは日頃から火の取り
扱いに注意し、消火器や火災警報
機を備えるなど、万が一の火災に
備えていますか。

問2１．あなたは家具の転倒防止や
非常用食品を備蓄するなど、万が
一の災害に備えていますか。

■ 毎日取り組んでいる
■ 週に１回程度取り組んでいる
■ 月に数回取り組んでいる
■ 年に数回取り組んでいる
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

■ 利用している
■ 時々利用している
■ あまり利用していない
■ 利用していない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ 備えている
■ どちらかといえば備えている
■ どちらかといえば備えていない
■ 備えていない
■ 未回答・無効回答

主 な 意 見
●危険個所がある
●路上駐車又は違法駐車がある
●カーブが多い又は急
●歩道がない又は明確でない・整備
されていない

●道幅が狭い
●通学路が安全でない
●道路が整備されていない（舗装、
草刈り等）

●冬期間の通行に危険を感じる
●見通しが悪い
●道路標識や危険防止策の不足又は
不備

●除雪や融雪装置が十分でない又は
不備がある

●坂道が多い又は急

■ 取り組んでいる
■ どちらかといえば取り組んでいる
■ どちらかといえば取り組んでいない
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

■ 利用している
■ どちらかといえば利用している
■ どちらかといえば利用していない
■ 利用していない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ 毎日取り組んでいる
■ 週に１回程度取り組んでいる
■ 月に数回取り組んでいる
■ 年に数回取り組んでいる
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

■ 毎日取り組んでいる
■ 週に１回程度取り組んでいる
■ 月に数回取り組んでいる
■ 年に数回取り組んでいる
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない
■ 未回答・無効回答

■ 備えている
■ どちらかといえば備えている
■ どちらかといえば備えていない
■ 備えていない
■ 未回答・無効回答
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問23．あなたは町内の公共交通
（町民バスなど）が、便利だと思
いますか。

問22－ １ ．問22で「取り組んでいる」
と答えた方にお聞きします。取り組
んでいる内容について、あてはまる
ものを全て選んでください。

主 な 意 見
●バスの運行本数が少ない
●バスの乗車時間が合わない
●バス間の連絡（乗り換え）が悪い
●自分の地区にバスが通っていない
●最寄りのバスの停留所がない又
は遠い
●バスが目的地まで行かない
●バスの利用者が少ない
●バスを休日に利用できない
●時間がかかる
町民バス等に対する御意見・御指
摘を多数いただきました。

問22． あなたは日頃から省エネ対
策（無駄な電気をつけない、水を
流さないなど）に取り組んでいま
すか。

問24．柳津町は安心して産み、子
育てできる環境だと思いますか。

問23－ １ ．問23で「“どちらかと
いえばそう思わない”又は“そう思
わない”」と答えた方にお聞きし
ます。その理由は何ですか。

問24－ １ ．問24で「“どちらかと
いえばそう思わない”又は“そう
思わない”」と答えた方にお聞き
します。その理由は何ですか。

主 な 意 見
●医療機関まで遠い
●産婦人科がない又は遠い
●医療機関が充実していない
●夜間や救急対応をしている病院ま
で遠い

●全てにおいて不便を感じる
●高校への進学・通学が大変
●買い物ができない（子供のもの、
育児用品等）

●子供の人口が少ない
●教育施設が充実していない
●交通の便が悪い
●保育料が高い
●環境が整っていない

問26．あなたは日頃から生きがい
を感じ、生活していますか。

問25．あなたは地域において何か活
動（老人クラブ、公民館活動、趣味の
サークル等）に取り組んでいますか。

問26－ １ ．問26で「“どちらかと
いえばそう思わない”又は“そう
思わない”」と答えた方にお聞き
します。その理由は何ですか。

主 な 意 見
●体が不自由

●高齢の為

●行政に希望が持てない

●生きがいの意味がわからない

2%4%
12%

23%

49%

10%
6%

4%

37%

49%

3%

7%
2%

20%
12%

31%
49%
52%

86%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

■ 取り組んでいる
■ どちらかといえば取り組んでいる
■ どちらかといえば取り組んでいない
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

20%

48%

22%

10%

■ している
■ どちらかといえばしている
■ どちらかといえばしていない
■ していない
■ 未回答・無効回答

問　総務課企画財政班　℡ 42－２１１２

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない

※家庭に18歳未満の子供がいる方
(該当者249人)

※65歳以上の方
(該当者339人)

■ 毎日取り組んでいる
■ 週に１回程度取り組んでいる
■ 月に数回取り組んでいる
■ 年に数回取り組んでいる
■ 取り組んでいない
■ 未回答・無効回答

※65歳以上の方
(該当者339人)
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「税の無料相談」開催のお知らせ
　11月11日（火）から17日（月）は「税を考える週間」です。
　会津若松税理士会では、その週間に合わせて「税の無料相談」を下記の通り実施します。
　事前の予約は不要ですので、税に関してのご質問ご相談は、ぜひこの機会をご利用ください。
⃝日　時：11月17日（月）午後 1 時～午後 4 時
⃝場　所：会津アピオ　アピオスペース　 2 階 会議室（会津若松市インター西90）
⃝相談員：東北税理士会　会津若松支部税理士

問　東北税理士会会津若松支部　℡ 0242－24－2411

事業主の皆様へ
～個人住民税における特別徴収義務者の一斉指定について～

　会津地区管内13市町村と福島県会津地方振興局では、個人住民税の特別徴収を推進するため、平成
27年度から、法令の要件に該当するすべての事業主（給与支払者）の皆様を特別徴収義務者として一
斉に指定します。
　特別徴収義務者に指定されると、従業員に支払う毎月の給与から個人住民税を特別徴収（差し引き）
し、各市町村に納入していただくようになります。
　従業員の方々にとっては、「12回での分割納付となるため、一回あたりの納付額が少なくて済む」「納
期毎に金融機関に出向いて納税する手間が省ける」など、大変便利な制度です。
　平成27年度から指定の対象となる事業主の皆様へは、11月上旬までに特別徴収義務者への指定予告
書の送付を予定しておりますので、お手元に届いた際にはご確認をお願いいたします。

問　会津地方振興局県税部　℡ 0241－29－5241
総務課税務班　　　　　℡ 42－2113－2113

「平成26年分年末調整説明会」
を開催します

　間もなく年末調整の時期を迎えますの
で、次の日程により年末調整事務の説明会
を開催します。

⃝対象者　町内の法人及び個人事業者
⃝日　時　平成26年11月17日（月）
　　　　　受　付　午後 1 時
　　　　　説明会　午後 1 時30分～
　　　　　　　　　午後 3 時15分
⃝場　所　三島町町民センター

税を考える週間
テーマ：「税の役割と税務署の仕事」

　国税庁・税務署では、平成26年11月11日（火）から
11月17日（月）を「税を考える週間」としています。
　今年度は「税の役割と税務署の仕事」をテーマと
し、租税の役割や適性・公平な課税及び徴収の実現
に向けて取り組みます。
　具体的には、国税庁ホームページに専用コンテン
ツを開設するほか、動画サイト（YouTube）に動画
をアップする予定です。また、講演会や説明会の開
催も予定しますので、広く国民の皆様に税について
理解を深めていただくためにも、これを機会に税金
の役割や使いみちについて考えてみましょう。

問　会津若松税務署　℡ 0242－27－4311

会津若松税務署よりお知らせ
※日頃から公共交通を利用している方

(該当者318人)

■ 電気、ガス、水道の節約をしている
■ 買い物にマイバックを利用している
■ 冷暖房を適正温度にしている
■ LED電球を使用している
■ 公共交通機関を利用している
■ 使い捨て製品を買わない
■ その他
■ 未回答

■ そう思う
■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない
■ そう思わない

※取り組んでいる方
(該当者275人)
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　９月１７日（水）、毎週日曜日に福島中央テレビで
放映中の復興応援ソング「ぼくらはふくしまキッズマ
ン」を歌う、「友木厚志＆ふぁみれ堂」のコンサート
が保護者会の協力により西山保育所で行われました。

　お遊戯室では、歌と踊りのステージを繰り広げ、集
まった親子、祖父母も振り付けに挑戦するなど、笑顔
いっぱい！の楽しい時間を過ごしました。

　１０月４日（土）、柳津保育所 所庭にて柳津・
西山保育所から約１００名が参加し、「柳津・西
山保育所合同大運動会」が行われました。少し
肌寒い秋空の下、寒さに負けず子供たちは全力
で競技を行いました。

　子どもたちは、昔話になぞらえたかけっこや綱引きな
どの競技を行ったほか、練習を重ねた遊戯なども披露し
ました。
　我が子の成長をカメラやビデオに収めようと、たくさ
んの家族が集まり、子供たちの競技を笑顔で見守りました。

　１０月５日（日）、久保田グリーンツーリズム推進協議
会の主催による、久保田観音たっしゃ村棚田オーナーの稲
刈り作業が行われました。４月から育ててきたコシヒカリ
が待望の収穫の時期を迎え、県内外から４９名のオーナー
が参加しました。６年前の第１回開催から毎年参加してい
るという栃木県の男性は、「稲刈りは大変だし、腰も痛い
が、自然の中でこういう体験ができるのはとても楽しい。」
と大粒の汗を光らせて稲刈りに精を
出していました。
　収穫されたお米は、１１月に行わ
れる収穫祭で各オーナーに手渡され
る予定です。

黄金色に輝く！柳津タウンマラソン大会�

西山地区大運動会！�

姉妹都市　出雲崎町・柳津町スポーツで交流�

ぼくらはふくしまキッズマン　コンサート！�

柳津・西山保育所合同大運動会�

久保田観音たっしゃ村棚田オーナー　待望の収穫！�

　９月２８日（日）、「第４回柳津タウンマラソン大会」が柳津運
動公園総合グラウンドをスタート・ゴールとして開催されました。
　晴れ渡った秋空の下、４８名のランナーが２kmの部・３kmの
部に分かれ、黄金色に実った稲穂の中を元気に駆け抜けました。

　また、大会の前には、スポーツ振興くじ助成事業の一環として、
赤べこトータルスポーツ主催のもと、会津陸上競技協会の高橋先
生によるランニング講習会が開催されました。「いかにして前に進
むか」を課題に、可動域を増やすストレッチや、ステップなどの
トレーニングを行いました。その後行われたレースでは講習会の
効果を早速実感していたようです。

　１０月１２日（日）、西山小中学校の校庭で第６７回柳津町西
山地区町民大運動会が開催されました。
　この日は台風１９号が近づき天候が心配されましたが、幸い
にも秋晴れの中の開催となりました。
　幼児参加の『さあ、おやつだよ』や、一

般男女参加によるコーラの早飲み競走『つかの間の休息』
など趣向を凝らした種目に大勢の皆さんが参加しました。
　昼食前には全参加者による『豊年踊り』が行われ、校
庭に大きな踊りの輪を作りました。

〔大会結果〕優勝　琵琶首地区　２位　黒沢地区
　　　　 　３位　砂子原地区

　９月２３日（火・秋分の日）、柳津町を会場に「出雲崎町・柳津
町姉妹都市交流事業　親善スポーツ大会」を開催し、野球、卓球、
ゲートボールの３種目で熱戦を繰り広げました。
　大会終了後に行われた懇親会では、お互いの名産品の交換会な
ども行われ、交流を深め合いました。柳津町と出雲崎町は良寛和
尚との深いつながりから、昭和６２年６月２０日に姉妹都市提携
を結び、様々な活動を通して交流を行っています。

〔結果〕
野球　柳津町９－０出雲崎町
卓球　柳津町２勝０敗
ゲートボール　柳津町１勝１敗
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問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１８

11月10日～16日は全国糖尿病週間です。

筋肉や細胞に運ばれ、エネルギー
として活用されます。

　糖尿病という病名はよく耳にしますが、『太っている人がなる病気』や『甘いものの食べすぎでなる病気』
『中年以降になる病気』と誤解していませんか？
　糖尿病は、風邪のように急に罹るものではなく、遺伝因子に過食、運動不足、肥満、ストレスなどの環
境因子及び加齢が加わり発症します。
　糖尿病は主に成人に発症する病気と考えられてきました。しかし、近年、子どもを取り巻く生活環境や
生活様式が急激に変化したことにより、生活習慣の乱れなどによる肥満が増加し、子ども（特に中高生）
の糖尿病が増えてきています。

血液に入ったブドウ糖は、すい臓から分泌されるインスリンの働きで、
筋肉や細胞にエネルギーとして運ばれます。

食べ物
糖　質
脂　質

炭水化物

血液中に糖が増え過ぎると、動脈硬化
が進み、さまざまな合併症が起こります。

糖
尿
病

筋肉や細胞にうまく取り
込めないため血液中に慢
性的に糖が過剰になる。

インスリンの量が少ない又は働きが悪い

インスリンの量が十分で働きがよい

糖尿病ってどんな病気？　～子どもも大人と同じ糖尿病になるの！？～

大人になった時に糖尿病にならないためには、子どものころからの食習慣が大切です。

インスリンがたくさん出て働
きが良いと血液中の血糖は高
くなりません。

インスリンが少なかったり、
働きが悪いと血液の中に糖が
増えます。（高血糖状態）

　一生涯の間に膵臓から分泌されるインスリンの量は決
まっていると言われています。
　育ち盛りだからと言って、子どもの頃から常に食べ過
ぎな食生活をしていたり、ダラダラと食べている状態が
続くと、糖を処理するのに、たくさんのインスリンを使
うことになります。
　また、肥満があるとインスリンの働きが悪くなるため、
効率的に使うことができず、よりたくさんのインスリン
を使うことになります。小児期に発症する糖尿病では、
肥満を伴っている事が多いです。
　子どものうちはインスリンの量もたくさんあるため、
たくさん取った糖も上手く処理できますが、大人に なっ
た時にインスリンの出が悪くなり糖尿病になるリスクが
高くなります。

インスリンの無駄遣いをしていませんか？

　インスリンは、膵臓から出されるホルモンですが、生まれてすぐに、十分な量を出せるわけではありません。

　そのため、膵臓の働きに合わせた糖質の取り方が重要になります。

例）コーラ500ccに入っている砂
　　糖は　500×0.12＝60 で 60g

膵臓の機能は
2 歳児

糖質の消化酵素はまだ大
人の70％

3 歳児
脂肪とタンパク質の消化
酵素は大人並みになる

4 歳児
糖質の消化酵素も大人並
みになる

　現代では、『好きなもの』を『好きな時』に『好きなだけ』食べられる環境にあります。
　食習慣は大人になってからでは、改善する事が難しくなります。子供のときから、食事の時間を規則正
しくし、『主食・主菜・副菜』がそろった栄養バランスのとれた食事をし、おやつの内容
や量、時間に気をつけることで、子ども自身が、食事バランスを考えて食品を選ぶ力を身
につけたいですね。

現代人、特に若い人や子どもは高カロリーなのに低栄養の人が増えていると言われています。

　　取り過ぎの栄養　　：　脂肪・動物性たんぱく質・糖分の取り過ぎ　＝　肥満
　　不足している栄養　：　繊維質・ビタミン・ミネラル・・・野菜不足

　このような状態が続けば、高血糖、高脂質の状態になり、血液はドロドロになります。
　そして、血液中に余った糖は、インスリンの働きで、脂肪細胞に取り込まれ肥満になるのです。

　小児期の肥満の約７０％は成人の肥満に移行すると言われています。特に、思春期に高度な肥満があっ
た場合、成人の肥満に移行しやすいばかりではなく、成人になって肥満が解消された場合でも小児期
にたくさんのインスリンを使った結果、大人になった時に、インスリンが足りなくなるため、糖尿病
の発症率やそれに伴い動脈硬化が進行し、心筋梗塞などでの死亡率が高い傾向が見られます。

　両親や祖父母が糖尿病があるなど、遺伝がある場合は特に注意が必要です。

　 1 日に必要な糖の量は、年代によって違います。 2 歳児までは ５ ｇ、 3 歳～ ５ 歳は1０g、
大人で2０g、6０歳以上や血糖が高い人では1０gが目安です。（砂糖大さじ 1 杯が約 9 gです）
　のどが渇いた時に、ジュースで水分を取っていたら血液の中の糖はどうなるでしょうか？

飲み物の種類 糖の割合
イオン飲料
スポーツドリンク 5 〜 7 ％

清涼飲料水
天然果汁100％ 12％

野菜ジュース 10〜20％
乳酸飲料 13％
飲むヨーグルト 12％
缶コーヒー 約 9 ％

飲み物に含まれる糖の割合

〔 〕

　日本の糖尿病の現状は、「糖尿病が強く疑われる人」や糖尿病の可能性を否定できない「予備群」の人
を合わせて27.1%と推計され、国民の 4 人に 1 人以上が『糖尿病及び予備群』であることが、厚生労働省
の栄養調査報告であきらかになっています。柳津町の特定健診の結果を見ても血糖やHbA1cで基準値を
超える方は約 4 割おり、年々増加傾向にあります。 ジュース100ccを飲むとその中の砂糖は10g

血液の中での量はどのくらいになるでしょう？

母　50kg×0.8＝4,000cc

子どもと大人の血液量は違います。血液量＝体重×0.8 です。

子　10kg×0.8＝800cc砂糖10g

5倍です

血液100cc中
の血糖値は

実は血液100cc の正常の血糖値は0.1g

4000cc 800cc

1000cc 1000cc 1000cc 1000cc 800cc

0.25g

母

1.25g

子
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情報
プラザ
Information

宮 下 病 院 だ よ り

「診療日記
～大腸がん検診～」

　住民検診のシーズンも終わり、結
果によっては精密検査を受けられて
いる方もいるかと思います。皆さん
の健康意識の向上により、大腸がん
検診の受診率や大腸内視鏡検査の検
査数が増加しております。今年度
は、特に 8 ， 9 月の大腸内視鏡検査
数が増加したため、当院では 4 月か
ら半年で既に100件を上回るペース
で検査を行っています。それに伴い
まして、大腸ポリープや早期がんも
発見され、可能なものに関しては内
視鏡での切除で対応しています。
　しかしながら、検査数増加の影響
や、準備の都合により、初回の内視鏡
検査時にポリープを切除できない患
者様には大変ご迷惑をおかけしてお
ります。内視鏡的大腸ポリープ切除
と申しましても、やはり手術ですの
で、万全の態勢で行いたいと考えて
います。やむを得ず緊急で行う場合
もありますが、基本的には大腸を観
察後、日を改めて入院をしていただ
いた上で、ポリープや早期がんの切
除を行って参りたいと考えています。
　皆様にはご理解とご協力のほどよ
ろしくお願い申し上げます。

問　宮下病院
　　℡ 0241－52－2321

宮下病院　内科　愛澤 正人

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

時
間
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

⃝

対
象

　
柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

⃝

日
時

　

11
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

⃝

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

⃝

予
約
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

風
評
被
害
に
関
す
る
損

害
賠
償
相
談
会

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催

　

日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
窓

口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

問　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
　

会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

予
約
専
用
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
４
︱
０
７
１
０

平
成
26
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

期
間
：
11
月
9
日（
日
）～

　
　
　
11
月
1５
日（
土
）

平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　「
も
う
い
い
か
い
　

　
　
　
　
火
を
消
す
ま
で
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
あ
だ
だ
よ
」

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

～
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
～

3
つ
の
習
慣

⃝

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

⃝

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

⃝

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

⃝

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⃝

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

会
津
坂
下
消
防
署
柳
津

出
張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

⃝

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

⃝

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

問　
会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張
所

　
　

☎
４
２
︱
２
１
５
０

　

柳
津
町
で
は
9
月
中
、
刑
法
犯
の
発

生
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
の
「
な
り
す
ま
し
電
話
」

の
分
析
結
果

　

先
般
、
福
島
県
内
に
お
い
て
、
警
察

に
届
け
ら
れ
た
「
な
り
す
ま
し
詐
欺
の

予
兆
電
話
（
な
り
す
ま
し
電
話
）」
を

分
析
し
た
結
果
、
次
の
特
徴
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

「
な
り
す
ま
し
電
話
」は
、平
日
が
多
い
。

⃝

平
日
午
後
５
時
以
降
に
、
息
子
等
を

名
乗
る
要
件
の
無
い
電
話
は
詐
欺
！

⃝

平
日
午
前
中
に
、「
警
察
だ
。預
金
を
引

き
出
し
て
」と
い
う
電
話
は
詐
欺
！

◇
「
息
子
等
な
り
す
ま
し
」
の
特
徴

　

午
後
5
時
以
降
に
「
風
邪
を
引
い
て

声
が
変
わ
っ
た
。」「
電
話
番
号
が
変

わ
っ
た
。」「
書
類
が
届
い
て
な
い
か
。」

「
ま
た
明
日
電
話
す
る
。」
等
と
告
げ
、

何
の
電
話
だ
っ
た
か
一
晩
心
配
さ
せ
、

そ
の
翌
日
に
「
実
は
、
会
社
の
金
を
使

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
助
け
て
ほ
し

い
。」
な
ど
と
金
を
要
求
す
る
。

◇
「
警
察
官
な
り
す
ま
し
」
の
特
徴

　

詐
欺
犯
人
が
預
金
を
狙
っ
て
い
る
と

だ
ま
し
、「
今
日
中
に
預
金
を
引
き
出

し
て
。」な
ど
と
急
が
せ
て
、
そ
の
日
の

う
ち
に
現
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
。

問　
会
津
坂
下
警
察
署

　
　

☎
０
２
４
２
︱
８
３
︱
３
４
５
１

　

会
津
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
通
り
、
1
月
開
始
の
訓
練
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝

募
集
期
間　

　

平
成
26
年
11
月
14
日（
金
）

　
　
　
　

～
12
月
11
日（
木
）

⃝
募
集
訓
練　
建
築
C
A
D
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科

⃝

定
　
　
員　
18
名

⃝

訓
練
期
間　

　

平
成
27
年
1
月
6
日（
火
）

　

～
平
成
27
年
6
月
29
日（
月
）

⃝

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、職
業
訓
練

の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

⃝

受
講
料　
無
料

問　
会
津
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　

開
発
援
助
課

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
６
︱
０
５
２
０

会
津
職
業
能
力
開
発
促

進
セ
ン
タ
ー
よ
り
１
月

開
始
訓
練
生
の
募
集

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対

策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成

27
年
3
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了

す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
本
年
12
月

中
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
特
に
積

雪
地
域
で
は
積
雪
の
影
響
か
ら
冬
期
間

の
工
事
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
　

☎
０
５
７
０
︱
０
７
︱
０
１
０
１

　
法
務
局
で
は
、
休
眠
会
社
・
法
人
の

整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
17
日
（
月
）
の
時
点

で
「
最
後
の
登
記
か
ら
12
年
を
経
過
し

て
い
る
株
式
会
社
」
又
は
「
最
後
の
登

記
か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
る
一
般
社

団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
（
公
益
社

団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
を
含
み
ま

す
）」
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
1
月
19

日
（
月
）
ま
で
に
「
ま
だ
事
業
を
廃
止

し
て
い
な
い
」
旨
の
届
出
又
は
登
記
の

申
請
を
し
な
い
限
り
、
解
散
し
た
も
の

休
眠
会
社
・
法
人
整
理

の
お
知
ら
せ

と
み
な
さ
れ
、
登
記
官
が
職
権
で
解
散

の
登
記
を
し
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ

さ
い
。

問　
福
島
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門 

　
　

☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
１
９
０
４

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
の
不
安
、
悩
み
、

心
配
及
び
補
聴
器
や
人
工
内
耳
の
こ
と

等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
…
月
～
金
曜
日

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

⃝

場
所
…
聾
学
校
会
津
分
校
内

　
　
　
　
「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

⃝

費
用
…
無
料

問　
聾
学
校
会
津
分
校

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
２
︱
１
２
８
６

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て

相
談
『
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
』

～若者応援企業を中心に県内企業1００社が参加予定～
ふくしま大卒等合同就職面接会を開催します
　平成27年 3 月新規大学等を卒業予定の方、平成24年 3 月以降に
卒業して、現在就職活動をしている方を対象に、正社員で雇用す
る計画のある県内企業との面接会を開催します。

○開 催 日　11月26日（水）　
○実施内容　・オリエンテーション 午後 0 時30分～午後 0 時50分
　　　　　　・事業所ＰＲタイム 午後 0 時50分～午後 1 時50分
　　　　　　・合同就職面接会 午後 1 時30分～午後 3 時45分
○会　　場　ビッグパレットふくしま（郡山市南二丁目52番地）
○主　　催　厚生労働省福島労働局、
　　　　　　福島・郡山新卒応援ハローワーク、福島県
○そ の 他　①事前申込不要、お気軽にお越しください。

②参加事業所は開催 1 週間前までに、福島労働局
ホームページ上で公開します。
③事業所のブースにおける人事担当者との個別面
談、ハローワーク等各機関による職業相談・情報提
供等を行います。

問　福島労働局職業安定課　℡ 024－529－5396

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
対
策
の
各
種
支
援
は
終

了
し
ま
す
。
お
早
め
の
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
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行事の予定
11

人の動き 3,765人（－8）／男1,838人（－8）／女1,927人（±0）／世帯数1,318戸（±0）
平成26年10月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

編
集
敬
白

今
月
の
表
紙

柳小PTA奉仕
作業
PM4(ピーエ ム・
フォー)ライトオ
ン運動（〜 2/28）
秋季検閲式

柳 津 町 文 化 祭 
（〜 3 日）

自治功労者表彰
式
農林業まつり
JAまつり

スポーツ推進委員定
例会
お茶教室（柳保）（10：00）
西小授業参観週間

（〜 6 日）
西小中合同駅伝大会
西中フリー参観デ
イ、教育相談 （〜 6 日）

ライオンズクラ
ブ例会
お茶教室（西保）

（10：00）
乳がん検診（銀）

（9：00〜/13：00〜）

第35回柳津町高
齢者スポーツ大
会（ す ぱ ー く 柳
津）

秋の防火パレー
ド・合同防災訓
練

第42回町民バレ
ーボール大会
秋季全国火災予
防運動（〜15日）

西中避難訓練
もちつき会（西保）
はとぽっぽ教室

（柳保）（9：30）
運動教室（西セ）

（13：30）

健幸クラブ（本
庁地区）（銀）
もちつき会（柳保）
英 語 で 遊 ぼ う

（西保）
（10：00）

運動教室（銀）
（13：30）

第26回市町村対
抗福島県縦断駅
伝競走大会開会
式

第26回市町村対
抗福島県縦断駅
伝競走大会

柳 小 個 別 懇 談 
（〜 21日）
英 語 で 遊 ぼ う

（柳保）（10：00）

健幸クラブ（支
所地区）（西セ）
1.6歳、2歳児健診

（銀）（13：00）

西小避難訓練
ライオンズクラ
ブ例会

町連P教育を語
る会

第28回青少年の
主張発表大会

柳中・西中 2 学
期 期 末 テ ス ト 

（〜 26日）
みんなで遊ぼう

（はとぽっぽ教室）
（柳保）（9：30）

西小個別懇談会 
（〜 28日）
西 中 三 者 面 談 

（〜 27日）

保育発表会（西
保）

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30〜　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30〜　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

大内宿 吉村徳男さんの地域づくり講演会
　10月 ２ 日（木）、「西山温泉 山村公園せいざん荘」 
において、西山地域開発協議会とＮＰＯ法人「わ」 
の共催による地域づくり講演会が開催されました。
　講師に下郷町の大内宿保存会会長の吉村徳男さん
をお迎えし、大内宿の保存と活用について講演して
いただきました。会津の古風な美しさを守り伝えて
いる大内宿の様子を伺い、地域づくりについて改め
て考える貴重な機会となりました。

寄　
　
付

戸
籍
の
窓

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

　

10
月
上
旬
～
中
旬
に
か
け
て
、

台
風
18
号
、
19
号
が
連
続
で
日
本

列
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

2
週
連
続
で
台
風
が
日
本
列
島

に
上
陸
す
る
の
は
10
年
ぶ
り
、
し

か
も
19
号
は
超
大
型
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
柳
津
町
で
は
大
き
な
被

害
報
告
は
受
け
て
お
ら
ず
ホ
ッ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
今
年
は
何
事
も
な
く

過
ぎ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
13
日
の
体
育
の
日

に
台
風
が
上
陸
し
ま
し
た
が
、

1
9
6
6
年
に
祝
日
と
し
て
「
体

育
の
日
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、

初
の
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

48
年
間
ず
っ
と
晴
れ
て
い
た
と
い

う
実
績
は
さ
す
が
「
体
育
の
日
」

で
し
ょ
う
か
。�

（
き
す
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
9
月
分
・
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◎
ご
遺
志

　

鈴　

木　

孝　

一　
（
寺
家
町
）

　

齋　

藤　

文　

利　
（
東
京
都
）

　

遠　

藤　

勇　

二　
（
門
前
町
）

（
9
月
1
日
～
9
月
30
日
届
出・敬
称
略
）

■
お
誕
生

　

小　

池　

美み　

蒼あ　
（
岩
坂
町 

勇
雄
）

　

齋　

藤　

愛め　

依い　
（
野
老
沢　

淳
）

　

松　

田　

佳か　

奈な　
（
寺
家
町 

健
司
）

■
ご
逝
去

　

岩　

佐　

ミ
ド
リ　

78　
（
一
王
町
）

　

栗　

城　

惣　

一　

67　
（
桐
ケ
丘
）

　

齋　

藤　
　
　

正　

82　
（
野
老
沢
）

　

遠　

藤　

八
重
子　

80　
（
門
前
町
）

　

菊　

地　

重　

美　

82　
（
四
ツ
谷
）

　

小　

島　
　
　

昇　

93　
（
野
老
沢
）

■
ご
結
婚

　

星　
　
　

賢　

幸　
（
芋
小
屋
）

　
（
半
谷
）　

絵
里
子　
（
双
葉
郡
浪
江
町
）

　

新
井
田　
　
　

雄　
（
小　

巻
）

　
（
下
山
）　

咲　

子　
（
会
津
若
松
市
）

　

岩　

佐　
　
　

守　
（
大　

野
）

　
（
曾
根
）　

優　

子　
（
会
津
若
松
市
）

　

10
月
11
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
「
第
2
回
全
国
赤
べ
こ
丸
太
引

き
選
手
権
」
か
ら
一
枚
。
写
真
の

チ
ー
ム
は
赤
べ
こ
の
コ
ス
プ
レ
で

登
場
し
、
見
事
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ

サ
ー
賞
を
射
止
め
ま
し
た
。
ま

た
、
唯
一
の
女
性
参
加
チ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：12月 1日（月）

国民健康保険税（普通徴収）	 第５期
介 護 保 険 料（普通徴収）	 第５期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）	 第４期
水　道　料	 10・11月分
※口座振替納入の方は25日（火）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎４２-２１１３

11月
休日当番医（変更になる場合があります）

２日
（日）

金山町国保診療所
（金山町）

☎（0241）
54－2031

３日
（月）

あかぎ内科消化器科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－0303

９日
（日）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3125

16日
（日）

吉川医院
（会津美里町）

☎（0242）
56－3358

23日
（日）

佐藤整形外科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－1155

24日
（月）

県立宮下病院
（三島町）

☎（0241）
52－2321

30日
（日）

平野医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2243

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

お詫びと訂正
　広報10月号について、次のとおり誤りがありま
した。御迷惑をおかけし申し訳ありませんでし
た。お詫びして訂正いたします。
P5「町税等滞納額の推移」欄外

（誤）　平成25年度町税等滞納繰越額は、前年度か
ら約1，149万円減少しています。

（正）　平成25年度町税等滞納繰越額は、前年度か
ら約1，149千円減少しています。
P14

（誤）　猪俣　幸弘（細越）
　　　（渡部）綾菜（会津美里町）

（正）　猪俣　幸広（細越）
　　　（渡部）綾菜（会津美里町）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
の
基
本
と

な
る
農
地
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
遊
休
農
地
や

農
地
法
許
可
案
件
、
不
法
投
棄
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
が
町
内
の
農
地
を
巡
回
し

て
、
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
期
間
は

平
成
26
年
11
月
で
す
。

　

調
査
の
た
め
、
農
地
等
に
立
ち
入
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
柳
津
町
農
業
委
員
会

　
　
（
地
域
振
興
課
農
林
振
興
班
） 

　
　

☎
４
２
︱
２
１
１
６

　

菊　

地　

一　

夫　
（
四
ツ
谷
）

　

小　

島　

一　

良　
（
小
柳
津
）

■
柳
津
中
学
校
へ

　

菊　

池　

敬　

輔　
（
八
坂
野
）
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　10月11日（土）、第３回会津やないづ赤
べこまつりが観光案内所前をメイン会場に
開催されました。

　メインイベントの「第２回全国赤べこ丸
太引き選手権大会」は、柳津町の「赤べこ
伝説」になぞらえ、ジュニアの部は100㎏、
一般の部は300㎏の丸太を５名１組で引き
合う競技で、町内外から我こそはという力
自慢が集まりました。

　今年は参加チームの実力が拮抗し、わず
か数センチの差で勝負が決まる名勝負が多
く見られ、集まった観客も大きな歓声を上げ
てお気に入りのチームを応援していました。

　また、「赤べこ市」コーナーでは柳津町の
ソースカツバーガーや赤べこレッドカレー、
只見町の味付きマトンケバブなどご当地グ
ルメが販売され、買い求める列ができてい
ました。

　ステージ上では、藤の和芸能保存会によ
る「柳津の大神楽」や、赤べこトータルス
ポーツダンスチーム「D-Brothers」による
ステージ、鈴木ミチさん・花音さんらによる
ライブが行われ、まつりを盛り上げました。

　歩行者天国となった岩坂町から中の橋で
は、茶会や昔語り、赤べこの絵付け体験な
どのほか、おもてなしのこづゆの振る舞い
などが行われ、活気に満ち溢れる１日とな
りました。

　只見線を利用してきたという女性は、「１
時の電車で帰るつもりだったんだけど、丸
太引きが面白くて乗り過ごしちゃったわ。
早く只見線が復旧できるように募金もさせ
てもらいました。早く全線つながるといい
わね。」と笑顔で取材に答え、只見線の早期
復旧を願っていました。

①一般の部決勝戦の様子。②柳
津流おもてなし「こづゆ」のサー
ビス③歩行者天国でにぎわう街
なか④ダンスステージ。堂々と
したステージパフォーマンスを
披露。⑤丸太を引く掛け声に合
わせて、応援団も大声で応援。
⑥一般の部の開会式。屈強な赤
べこ（？）がステージ前を埋め尽
くしました。⑦スタンプラリー
で街なかを巡った後はお楽しみ
の抽選会。１等あたるかな？

東京の復興イベントで作られた赤べこ
のオブジェ。全身に復興を願うメッセー
ジが添えられていて、会場を訪れた
人々は足を止めて見入っていました。

今年から新設されたジュニアの部。一般
の部に負けないくらい盛り上がりました。

赤べこの絵付けに熱中する少年。世
界に一つだけの赤べこが出来ました。

全国門前町サミットでの「赤べこ宣言」により始まっ
た赤べこまつりも今年で3回目。今年も豪華景品を目
指して「赤べこ」達が力の限り丸太を引き合いました。
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